
完熟栽培温州みかんの隔年結果防止対策

[要約］完熟栽培を行った遥胆塑辿は、 翌年の結果母枝の糖含量が不足して匿星

結果しやすくなるが、春先から撞董を実施し、慣行収穫期には一定量を収穫すること

により翌年の着花数を蕊保できる。
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［背景・ねらい］

温州みかんの完熟栽培は低コストで効果的な高品質果実生産技術であるが、着果期間が

長期となるため隔年結果を生じて収量が不安定となりやすい。このため完熟温州みかんの

安定生産を目的に、完熟栽培樹の樹体内成分について調査し、着果管理を主体とした隔年

結果防止対策について検討する。

［成果の内容・特徴］

①完熟栽培を行った温州みかん樹は、完熟栽培を行わない対照樹に比べて結果母枝内の糖

含童が低下しやすい。特に完熟栽培樹内では、２月まで着果させて完熟収穫を行った側枝

の結果母枝で糖含量の低下が著しく、翌年の着花数も減少するが、摘藷を行った側枝では

着花数が薙保できる（図１、表１）。

②完熟栽培を行わない対照樹に比べて、完熟栽培を行った樹では翌年の着果率が低下しや

すく、着果数が少なくなるが、摘善や慣行収穫を行った側枝では翌年の着果数が薙保され

る（表２）。

③以上の結果から、完熟栽培を行う温州みかん樹では、あらかじめ全摘篭または全摘果を

行った側枝を樹内に20％程度配置することにより、翌年の着果数が薙保できる。

［成果の活用面・留意点］

①全ての果実を完熟果として残さず、慣行収穫期に７割以上の果実を収穫し、完熟には品

質の向上しやすい小玉果（Ｓ級主体）を残す。

②完熟を行った樹では翌年の着果率が低下しやすいため、発芽～開花期に液肥の葉面散布

等の着果向上対策を講じる必要がある。
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図１完熟栽培樹における着果管理法と結果母枝の成分（平成３年）

摘善

慣行収穫(11月）

完熟収穫（２月）

表１完熟栽培樹における側枝の着果管理法と翌年の
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基部径

着果

管理法 有葉 花 直 花 花 計 新 葉 数 新 梢 数

ｍｍ 果 ｋ９果％

摘雷１５．３００１３．３４．９４１

完熟樹慣行収穫(11月）１５．４１２．１１．３３．１６．５１５１

完熟収穫（２月）１５．３１１．８０．９０．９６．９５０８

対 照 樹 摘 善 １ ５ ．９００１４．９８．１３２

慣行収穫(11月）１４．３１２．８１．３５．５１６．７６３
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[具体的データ］

注）品種は興津早生

区別管理法基部径着果数一芸i果堂着果数着果率葉果比
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注）①品種は興津早生

②着果数及び着果量は側枝当たりの数
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表２完熟栽培樹における側枝の着果管理法と翌年の着果（平成3～4年
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